
も
お
知
ら
せ
し
た
と
お
り
、
人
口
３
万

人
以
上
の
下
水
道
な
ど
を
経
営
す
る
事

業
体
は
、
平
成
32
年
度
ま
で
に
、
民
間

企
業
の
会
計
処
理
に
近
い
地
方
公
営
企

業
会
計
に
移
行
す
る
こ
と
が
国
か
ら
義

務
付
け
ら
れ
て
お
り
、
本
市
は
今
年
度

か
ら
移
行
し
ま
し
た
。
民
間
企
業
と
同

様
に
「
貸
借
対
照
表
」
や
「
損
益
計
算

書
」
な
ど
の
財
務
諸
表
を
作
成
し
、
市

民
の
皆
さ
ん
に
公
表
し
て
い
き
ま
す
。

④
本
市
の
使
用
料
金
と
県
内
の
状
況

を
教
え
て
く
だ
さ
い

　

本
市
の
下
水
道
使
用
料
は
、
平
成
29

年
度
末
現
在
、
県
内
22
市
の
中
で
ト
ッ

プ
ク
ラ
ス
の
低
料
金
と
な
っ
て
い
ま

す
（
23
市
の
う
ち
１
市
が
下
水
道
未
整

備
）。
こ
れ
は
、
本
市
の
経
営
改
善
へ

の
取
り
組
み
や
高
い
人
口
密
度
が
大
き

く
影
響
し
て
お
り
、
効
率
よ
い
整
備
が

　
三
島
市
の
下
水
道
事
業
の
経
営
状
況

や
今
後
の
課
題
な
ど
に
つ
い
て
、
鈴
木

都
市
基
盤
部
長
に
聞
き
ま
す
。

▲鈴木重利 都市基盤部長

快適な生活環境を維持する
“ 縁の下の力持ち ”

下水道の役割をご存知ですか？
 下水道課☎ 983・26６1

下水道普及率

三島市 県平均
82.6％ ６３.１％

静岡市、磐田市に次いで県内３位！

平
成
29
年
度
末
時
点

整備済

下水道使用料（20㎥ / 月）

三島市
1,850円

県内市部平均
2,325円

 ・人口密度が高い　
 ・効率的に整備ができている

 ・経営改善への取り組み

低料金の理由

※平成30年12月末時点の税込価格
※下水道課調べ

①
「
下
水
道
」
と
い
う
言
葉
は
皆
、

聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
改
め

て
そ
の
機
能
・
役
割
を
お
伺
い
し
ま

す
　

下
水
道
管
は
地
中
に
埋
設
さ
れ
て
い

る
た
め
、
そ
の
役
割
や
機
能
を
知
る
機

会
は
多
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、
下
水
道
の

機
能
は
私
た
ち
の
安
全
・
安
心
で
快
適

な
生
活
の
一
翼
を
担
っ
て
お
り
ま
す
。

家
庭
で
使
用
し
た
生
活
排
水（
ト
イ
レ
、

風
呂
、
台
所
、
洗
濯
な
ど
）
や
事
業
所

の
雑
排
水
は
、
下
水
道
管
を
通
っ
て
下

水
道
処
理
場
へ
到
達
し
、
河
川
に
放
流

で
き
る
ま
で
に
水
質
を
浄
化
し
て
い
ま

す
。
排
水
が
道
路
側
溝
に
流
れ
な
い
の

で
、
ハ
エ
や
蚊
な
ど
の
害
虫
や
悪
臭
な

ど
も
抑
制
し
て
い
ま
す
。
中
心
市
街
地

の
河
川
が
水
質
改
善
し
た
の
も
下
水
道

の
果
た
す
役
割
が
大
き
い
と
言
え
ま

す
。
市
で
は
現
在
、
約
８
万
４
０
０
０

人
の
市
民
の
皆
さ
ん
が
使
用
し
、
下
水

道
普
及
率
は
県
内
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス

を
維
持
し
て
い
ま
す
。

②
下
水
道
は
私
た
ち
が
納
め
る
使
用

料
金
で
成
り
立
っ
て
い
る
と
思
い
ま

す
が
、
本
市
下
水
道
の
経
営
状
況
は
？

　

下
水
道
事
業
は
市
民
の
皆
さ
ん
か

ら
い
た
だ
く
年
間
約
11
億
円
の
使

用
料
金
と
市
の
一
般
会
計
か
ら
の

８
億
３
０
０
０
万
円
の
繰
出
金
（
税
金

が
財
源
）
を
、
維
持
管
理
費
、
減
価
償

却
費
（
資
産
を
耐
用
年
数
に
よ
り
配
分

す
る
費
用
）
の
ほ
か
、
施
設
整
備
で
借

り
た
市
債
の
返
済
に
充
て
て
い
ま
す
。

市
の
一
般
会
計
か
ら
繰
出
金
を
も
ら
っ

て
い
る
の
は
、
生
活
排
水
処
理
が
河
川

や
海
の
水
質
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ

し
、
私
た
ち
の
生
活
に
密
接
に
関
わ
っ

て
い
る
か
ら
で
す
。
ま
た
、
国
は
「
都

市
計
画
税
」
と
い
う
目
的
税
（
市
税
）

を
制
度
化
し
て
お
り
、
そ
の
一
部
を
投

入
す
る
こ
と
で
快
適
な
ま
ち
を
維
持
し

て
い
ま
す
。

③
平
成
30
年
度
か
ら
「
地
方
公
営
企

業
」
に
移
行
し
た
そ
う
で
す
ね

　

は
い
。
広
報
み
し
ま
６
月
１
日
号
で

c

a

整備済

※日本下水道協会調べ

10２０１９．2．1 広報みしま



三島市浄化センター

供用開始から42年が経過

30～31年度に検討

 ・建て替え　　　　　
 ・県営施設による広域化

す
。
一
部
の
先
進
自
治
体
で
は
既
に
水

素
製
造
や
発
電
事
業
を
実
施
し
て
お
り
、

本
市
に
お
い
て
も
、
国
土
交
通
省
の
下

水
汚
泥
を
活
用
し
た
水
素
製
造
の
モ
デ

ル
地
区
に
選
定
さ
れ
る
な
ど
、
将
来
を

見
据
え
た
「
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
」
も

調
査
研
究
を
開
始
し
て
い
ま
す
。
経
営

に
貢
献
す
る
地
球
環
境
に
や
さ
し
い
汚

泥
処
理
の
可
能
性
を
引
き
続
き
探
っ
て

い
き
ま
す
。

　
⑨
人
口
減
少
や
使
用
水
量
の
減
少
な

ど
厳
し
い
経
営
環
境
の
中
、
市
の
下

水
道
事
業
経
営
を
今
後
ど
の
よ
う
に

進
め
て
行
く
の
で
す
か
？

　

今
年
度
、
地
方
公
営
企
業
に
移
行
し

た
こ
と
か
ら
、
平
成
31
年
度
に
実
施
す

る
決
算
で
「
財
務
諸
表
」
を
作
成
し
、

経
営
状
況
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
ま

す
。
現
状
を
分
析
し
て
、
将
来
の
施
設

整
備
計
画
と
財
政
見
通
し
を
立
て
、
今

後
10
年
間
の
下
水
道
の
長
期
計
画
を
策

定
、
本
市
の
下
水
道
の
経
営
状
況
、
課

題
、
将
来
計
画
な
ど
を
市
民
の
皆
さ
ん

に
公
表
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
現
状
で
は
一
部
を
除
き
整
備

か
ら
50
年
を
超
え
る
老
朽
管
は
な
い
も

の
の
、
こ
れ
か
ら
は
更
新
や
耐
震
化
な

ど
に
着
手
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

か
ら
、
平
成
31
年
度
に
は
、
そ
の
整
備

内
容
や
事
業
費
の
概
算
な
ど
向
こ
う
30

年
程
度
を
事
業
対
象
期
間
と
す
る
下
水

道
施
設
整
備
計
画
（
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
）を
策
定
す
る
予
定
で
す
。

　

下
水
道
事
業
は
、
長
期
的
な
ビ
ジ
ョ

ン
と
、
日
々
の
積
み
重
ね
が
大
切
な
事

業
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
市
民
の
皆
様

の
「
縁
の
下
の
力
持
ち
」
と
し
て
、
職

員
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

で
き
て
い
る
た
め
で
す
。
し
か
し
、

現
行
料
金
で
は
将
来
、
施
設
や
管
路

の
改
築
に
備
え
た
蓄
え
が
ほ
と
ん
ど

で
き
ず
、
そ
れ
が
、
今
後
の
経
営
課

題
と
言
え
ま
す
。

⑤
本
市
の
下
水
処
理
は
、
ど
こ
で

行
っ
て
い
る
の
で
す
か
？

　

ま
ず
、
三
島
処
理
区
と
し
て
、
長

伏
に
あ
る
三
島
市
浄
化
セ
ン
タ
ー
で

汚
水
の
約
７
割
弱
を
、
残
り
は
西
部

処
理
区
と
し
て
沼
津
市
原
に
あ
る
県

営
の
狩
野
川
西
部
浄
化
セ
ン
タ
ー
で

処
理
し
て
い
ま
す
。区
域
の
目
安
は
、

主
に
大
場
川
以
西
は
三
島
処
理
区
、

以
東
は
西
部
処
理
区
と
な
り
ま
す
。

　
⑥
施
設
や
管
路
の
老
朽
化
の
心
配

は
な
い
の
で
す
か
？

　

下
水
道
の
管
路
整
備
は
昭
和
40

年
代
後
半
か
ら
始
ま
り
、
お
よ
そ

３
３
５
㎞
の
下
水
道
管
路
が
整
備
さ

れ
、
民
間
造
成
な
ど
で
財
産
移
管
さ

れ
た
一
部
の
管
路
を
除
き
、
現
在
の

と
こ
ろ
老
朽
管
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
今
後
は
、
基
幹
管
路
の
耐
震

化
や
将
来
発
生
す
る
老
朽
管
の
更
新

事
業
が
重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

⑦
汚
水
処
理
施
設
の
老
朽
化
に
、

今
後
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
く

の
で
し
ょ
う
か
？

　

長
伏
に
あ
る
三
島
市
浄
化
セ
ン
タ
ー

は
、
供
用
開
始
か
ら
既
に
42
年
が
経
過

し
、
将
来
、
建
て
替
え
る
の
か
、
県
営

施
設
に
汚
水
の
処
理
を
全
量
任
せ
る
こ

と
が
最
良
か
、
今
年
度
か
ら
静
岡
県
に

も
相
談
す
る
な
か
で
将
来
の
汚
水
処
理

に
つ
い
て
広
域
化
や
共
同
化
に
関
す
る

可
能
性
調
査
に
着
手
し
ま
す
。

⑧
下
水
汚
泥
を
活
用
し
た
「
新
エ
ネ

ル
ギ
ー
事
業
」
を
検
討
し
て
い
る
そ

う
で
す
ね

　

は
い
。
現
在
、
三
島
市
浄
化
セ
ン
タ

ー
か
ら
発
生
す
る
下
水
汚
泥
の
多
く
は
、

専
門
業
者
へ
運
搬
し
、
セ
メ
ン
ト
や
肥

料
の
原
料
と
し
て
再
利
用
さ
れ
て
い
ま

下水道事業長期経営計画の策定

ファシリティ
マネジメント

 ・管路の耐震化
 ・今後発生する老朽管の更新
 ・経営の効率化
 ・下水道汚泥を活用した新エネルギー事業

平成31年度に策定 策定された計画を基に実施

経営戦略
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